


 

   組み込み続け全国集計への協力を依頼する。 

8. 日本カプセル内視鏡学会認定制度の業績ポイント依頼について  

  日本緩和医療学会より技術研修会ポイント付与の依頼がされたが、本学会認定医の申請あるいは更新ポイント対象に他学会 

  の研修参加を利用していないことから要望に添えられない旨、文書で通知した。 

9. その他 

 1）新制度について 

   理事会、専門医制度委員会で引き続き検討されている。新制度導入に関して未定事項が多くあり、今後も理事会、関連委 

   員会と連携しつつ進めていく。 

 2）卒後教育委員会から本委員会で諮るよう要請があった事項について検討を行った。 

  ①経過措置について 

   胃がん検診チェックリストを受けて、平成 21 年度より経過措置（胃区分のみ）を設けたが 400 名以上の認定医が輩出さ 

   れたので経過措置を終了しても良いのではないか。 

    → 現在でも経過処置での認定医比率が高く，当面経過措置を適用する。 

  ②胃Ｘ線読影講習会（経過措置の要件）について  

・ 総会時に開催しているが本部が統一した開催概要を作成し、それに則った読影講習会を支部で開催するのはどうか。  

    → 支部長会に協議を依頼した。 

・ 胃Ｘ線読影講習会の中で読影演習を実施しているが平成 29 年度から実施される新制度試験の中で読影問題を出題する

必要があるか。 

    → 本委員会の担当領域ではない。 

    ③JDDW 教育講演について 

     JDDW 教育講演は認定医基準（従来の申請）に入っているが教育講演の内容ががん検診に関わってないので、認定医基準 

   から外し、その代わりに医師認定研修会あるいは支部医師研修会の出席を要件にした方が本来の形ではないか。 

     → 医師認定研修会は年１度の開催と少なく申請者の受講機会が乏しいので、現行どおり JDDW 教育講演を要件から外 

      すべきではない。 

 

 

 

 


